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WG1概要紹介



⾃⼰紹介 WG1 リーダー 岡元 ⼤輔
【職務概要】
勤務先︓富⼠通株式会社 技術戦略本部
担当業務︓
 AI関連研究技術の事業化
（事業計画⽴案・仮説検証）
⽣成AIの企画・開発・実証（⽣成AI全般）

【AI@Workへの参画経緯・来歴】
運輸系企業を顧客とした提案・開発・保守を担当するSE
⇒4年前からAIに興味を持ち、AI領域へのチャレンジを開始（G検定・E資格取得）
⇒ 2020年発⾜当初からAI@Work(WG1 AI4PM）に参加（PMP®の取得契機に）
⇒主にMLOps(AIシステムの運⽤）を対象に活動、2022年からWG1のリーダー

Microsoft Ignite 
2023に参加
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Ø ＡＩシステムを開発するためのプロジェクトマネジメントの⽅法論の研究
Ø 不確実性の⾼い「ＡＩを適⽤したシステム」の構築・運⽤を成功に導く

（この活動をAIプロジェクト、AI導⼊プロジェクトと呼ぶ）
Ø ⽇本産業の発展に貢献を⽬指したAIプロジェクトマネジメントの在り⽅の確⽴

PM4AI

Project Management 
for AI

WG1の活動主旨
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研究テーマの全体像
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AIプロジェクトに関する個別トピック毎にプロマネ視点で研究・整理を実施

MLOpsPoCからの実⽤化移⾏への
成功要因

アノテー
ション

企画 PoC 本導⼊ 運⽤

発注時の開発
契約の留意点

顧客への価値提供

AIプロジェクト特有のリスク通常プロジェクトとの全般的な差異

ベネフィットの最⼤化

フェーズ毎の観点

実⽤化後の
課題

AIプロジェクトの進め⽅

フェーズを通して共通の観点

AIプロジェクトの品質マネジメント

AIプロジェクト知識の体系化（AIプロジェクト版PMBOK作成）

過去研究対象となったテーマ 2023年対象テーマ
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研究テーマの全体像（各テーマの位置づけ）
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AIプロジェクトに関する個別トピック毎にプロマネ視点で研究・整理を実施

MLOpsPoCからの実⽤化移⾏への
成功要因

アノテー
ション

企画 PoC 本導⼊ 運⽤

発注時の開発
契約の留意点

顧客への価値提供

AIプロジェクト特有のリスク通常プロジェクトとの全般的な差異

ベネフィットの最⼤化

フェーズ毎の観点

実⽤化後の
課題

AIプロジェクトの進め⽅

フェーズを通して共通の観点

AIプロジェクトの品質マネジメント

AIプロジェクト知識の体系化（AIプロジェクト版PMBOK作成）

過去研究対象となったテーマ 2023年対象テーマ
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仮想事例を検討し、具体的な
プロ計や考慮点を洗い出す

⽴ち上げ〜導⼊に関し様々な観点で検討・議論を⾏い、プ
ロマネ向けのPlaybookの確⽴を⽬指す

国内外のガイドからあるべき品質
マネジメントを模索する

PMBOKガイドの切り⼝
から俯瞰整理を⾏う



活動実績
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⽉⼀回のMTG、サブグループに分かれての研究活動を継続的に実施

2020 2021 2022 2023

AI@
WORK
全体

活動
内容

発表
活動

活動
概況

各々の関⼼のある領域の
情報を探索・研究し、発散
のためのディスカッションを実
施

複数のテーマに分かれて、
AIプロジェクト特有の難しさ
を深掘り

２年間の活動を振り返り、
AIプロジェクトマネジメントす
るための⼿助けとなるアウト
プット作成を⾏う形で活動

アウトプット作成とWG内と
のインタラクションを意識して
活動。
⽣成AIもトピックとして議論

Cycle 1

PMIJ Forum

Cycle 2

事例収集&分類
事例研究

サブグループ毎にアウトプット作成
WG1全体での共通アウトプットの作成

SME Discussion
AI@Work Conference

SME Discussion
AI@Work Conference

Cycle 3 Cycle 4 Cycle 5 Cycle 6 Cycle 7 Cycle 8

PMIJ Forum PMIJ Forum PMIJ Forum
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2023年の活動内容
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2022年までの活動の課題
• これまで各サブグループの積極的な活動により、参加メンバー内で「AIプロジェク

トにおけるマネジメントの難しさ」の理解は深まってきた
• PMBOKのような「AIプロジェクトマネジメント⽅法論」ガイドは存在しない︖

2023年の活動の⽅向性
• プロジェクトマネージャーがAIプロジェクトを計画・実⾏する
際の助けとなるアウトプットを作成する

• 上記を達成するために各グループ活動で得られた知⾒の共有・
ディスカッションの頻度を増やしていく
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WG1 2023年活動の⽅向性
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WG1 2023年活動実績

グループ名 グループリーダー
D0:AIプロジェクトの進め⽅ ⼩林 功
D1:実⽤化〜実⽤化後の課題 和⽥ 安有夢
D4:機械学習の品質マネジメント 佐藤 朋信

E5:AIPMBOK(AIプロジェクト知識の体系化) 岡元 ⼤輔

リーダー︓岡元 ⼤輔 サブリーダー︓⼩⼭ 恵⼀郎

2023年WG1活動︓
テーマ別に5つのグループ活動で研究活動を実施し、WG1⽉例会で共有
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※「D2:MLOps」, 「D3AIプロジェクト特有のリスク」の研究活動は2022年中は休⽌
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活動サイクルを２回に分け、継続的に研究活動を実施
1⽉ ２⽉ ３⽉ ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉

WG1
全体

WG1
MTG

対外
活動

Cycle 7

WG1
Kick off

PMIJ Forum 
発表

 (岡元、和⽥、⾼屋敷）

WG1
MTG

Cycle 8

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

WG1
MTG

グループ毎の研究活動（事例⽂献調査・ディスカッション・成果物作成）

WG1 2023年活動スケジュール

WG1
MTG

AI@Work 
2023 Kickoff 

  発表(岡元、⼩林）
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E5: AIPMBOKガイド
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WG1／E5:AIプロジェクト知識の体系化

l 前提
l AIプロジェクトのノウハウ・⽂献については「AIのモデル」や「AIシステム」⾃体に関する⾔及が多いが、PMBOKガ
イドに⽰されるようなプロジェクトマネジメント観点にフォーカスしたものが少ない

l ⽬的
l ビジネス領域のＡＩシステム構築に関する、プロジェクトマネジメント領域の有益なノウハウ収集と開⽰

l スコープ
l Ｅ５チームが⽬指すプロジェクトマネジメントのノウハウは、実務的で、俯瞰的視点から汎⽤的な領域を⽬指す。
ケースバイケースの詳細な部分には踏み込まない

研究テーマ

毎週オンラインミーティングを開催活動概況

岡元 ⼤輔（リーダー）、⼩⼭ 恵⼀郎、岡 謙⼆、⻄⼭ 淳参加者
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E5グループ 活動内容

プロジェクトマネジメントのフェーズ・知識毎に考慮点・AIプロジェクトの特性を
検討
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２０２４年の計画

２０２４年の作業について
l 成果物のプロセス（⼯程）ごとに、重要なプロジェクトマネジメント事項を提⽰する作業を⾏う

l 成果物のプロセスとは、「企画」、「ＰＯＣ」、「開発」、「運⽤・保守」などを表す
l まずは、「ＰＯＣ」、および「開発」について、プロジェクトネジメント要素の重要点を再度洗い出す
l ＰＯＣと開発のマネジメントの相違を明確にする
l その後、「企画」、「運⽤・保守」について進める

l 重要なプロジェクトマネジメント事項の抽出に当たり、次の観点から検討する
l プロジェクトマネジャーとしての⽴場や実践事項に注⽬する
l 「コスト」、「スケジュール」、「品質」、「スコープ」、「リスク」を中⼼に焦点を当てる

18©2024 PMI Japan Chapter. All Rights Reserved.



ＡＩシステム構築の成果物プロセスとプロジェクトマネジメント要素の関係

プロジェクト
の開始

作業の遂⾏ プロジェクト
の完了 (定常業務)組織編成

と準備(事前作業)

19

名称は⼀般に⽤いられ
るマネジメント領域の
⽤語を⽤いる

プロジェクト計
画書

スコープ定義

スケジュール計画

組織編成

スケジュール管理

コスト管理

品質管理

スコープ管理

リスク管理
コミュニケーション管

理

創出価値の明
確化

プロジェクトの終結

プロジェクト憲章 プロダクトの維
持

価値⽣成の確
認ビジネスケース

契約

変更管理
ステークホルダー管理

プロジェクト構成

コスト⾒積もり

ＰＭコンピテンシー

１．企画 ２．ＰｏＣ ３．開発 ４．運⽤・
保守

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
要
素

成果物
プロセス
のフェー
ズ

スケジュール管理

コスト管理

品質管理
スコープ管理

リスク管理
コミュニケーション管

理
変更管理

ステークホルダー管理
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活動概要
D1:実⽤化〜実⽤化後の
課題
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WG1／D1:PoC〜実⽤化〜実⽤化後の課題

l プロジェクト憲章、プロジェクト計画書、フローチャート（更新版）を作成する
ü プロジェクト憲章は、PMBOK7.0における⼤原則（プリンシプル）としてAIプロジェクトで優先すべき事項を議論する
ü プロジェクト計画書は、PMBOK 6.0と7.0 との違い、AIプロジェクト独⾃の観点を注視する
※記載論点の整理＋仮想プロジェクトを題材にした具体例での記載を想定

① 海外の先進事例（先端技術）を⽇本企業へ導⼊適⽤すること想定した（創造的）プロジェクト
② AWSやTensorFlowを活⽤しAIをビジネスモデルに導⼊適⽤すること想定した（現実的）プロジェクト
③ Toyota Woven Cityでの実証プロジェクトを題材に、フロー・プロセスを検証する

ü フローチャートは、Cycle2で作成したフローチャートに、Cycle4の事例研究や仮想プロジェクトに基づき更新する

研究テーマ

隔週でオンラインミーティングを開催
初回は、PMBOK7.0に即して、プロジェクト憲章で明記すべきことをディスカッション予定

活動概況

和⽥ 安有夢（リーダー）、三間 弘章、⾼橋 亮、⼤濱 賢太郎、⼭⼝ 雅和 、有⾺ 裕輔、⼆井 出、
⼩⼭ 恵⼀郎

参加者
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D1グループ 活動内容

AI導⼊プロジェクトにおける「プロジェクト憲章」、「プロジェクト計画書」がど
のようにあるべきかをディスカッションし、整理

22
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D1グループ 活動内容

実在企業（ヤマト運輸）の仮想プロジェクトを想定し、検討すべきポイントの整理、
計画書の具体的な記述を推進中
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活動概要
D4:機械学習の品質マネ
ジメント
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AI導⼊プロジェクトのアジャイルを考慮した品質管理のポイント有⽤な品質保証・開発⽅
法活⽤⽅法案を整理する
ソフトウェアの品質向上を⽬的に、以下のプロジェクトを⽴ち上げる
・プロジェクト遂⾏に際し、「Playbook for PM in DS & AI PJ」と「機械学習品質マネジメントガイ
ドライン」等を活⽤し、プロジェクトへの具体的な活⽤を通し、有⽤な品質保証・開発⽅法活⽤⽅法
案を整理する
・AI リスクアセスメント₍NIST AI リスク管理フレームワーク)を検討する。
・実データを⽤いた仮想プロジェクトを実⾏し、プロセスを回す中でAI導⼊プロジェクトの品質管理
の実態をつかむ

研究テーマ

佐藤 朋信（リーダー）、⼩倉 博⾏、⼭⽥ 知満、浅野 正三、北村 弘、
早川 浩司参加メンバー

定期的にオンラインミーティングを開催
品質マネジメントに関わる⽂献調査・整理、実データ分析による検証を実施

活動概況

WG1／D4: 機械学習の品質マネジメント
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D4グループ 活動内容
産総研︓機械学習品質マネジメントガイドラインで⽰唆されているDisciplined Agileを参考にAI導⼊
プロジェクトにおけるアジャイルを考慮した品質管理観点を整理
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D4グループ 活動内容

品質観点での合意を難しくするステークホルダー間の認識相違をアジャイルのプラ
クティス（インセプションデッキ）により解消するアプローチを検討
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AI品質マネジメントシステム全体像
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AI RMFも関連

データ品質

D4グループ 活動内容
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活動概要
D0:AIプロジェクトの進
め⽅
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AIプロジェクトの進め⽅に関する⽅法論の研究およびガイドドキュメント（⽇
本版Playbook）の作成

・AIプロジェクトのフェーズ毎の課題抽出、ディスカッションを実施
・AIプロジェクトの進め⽅のインプットとなる参考⽂献の調査

・NASSCOM Playbookの読み解き、その他⽂献のエッセンス共有
・AIプロジェクトのスタートアップ向けPlaybookの執筆

研究テーマ

⼩林 功（リーダー）、⼩⼭ 恵⼀郎、⾼橋 亮、 岡元 ⼤輔、⾼屋敷 ⺠⽊、稲葉
悠⾏、⾼野 哲平、川⽥ ⽶太郎、太⽥ 充参加メンバー

定期的にオンラインミーティングを開催
事前に⽤意した議題について、情報共有・ディスカッションを実施

活動概況

WG1／D0: AIプロジェクトの進め⽅

30

個別Sessionにて活動
内容を紹介予定
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D0グループ 活動内容

31

AIのプロジェクトで考慮すべき多数の内容を議論。AIプロジェクトの価値創造の⽅
法を整理するためのPlaybookを作成中（詳細は個別Sessionにて）



2024年の活動⽅針
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2023年の活動で分かったこと（⽉例会での議論）
＞PMBOKのような「AIプロジェクトマネジメント⽅法論」ガイドは存在しない︖
→PMIグローバルのAIドリブンマネジメントをはじめガイドが登場しはじめている
→同時に⽣成AIの登場によるプロジェクトマネジメントへの期待と同時に規制も活発化
→これまで以上にプロジェクトマネジメントへの意識、変化へのキャッチアップが求め
られる
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2024年活動の⽅向性

2024年の活動
• ⽣成AI時代の変化への追従。AIプロジェクトの在り⽅のキャッチアップ
• グループ活動を継続し、知⾒を深める＆アウトプット作成を⾏う
• より多くのインタラクション（WG内外）を発⽣させる



WG1では参加メンバーを随時募集しております︕
• AIを⽤いたシステム開発やPoC等の予定がある⽅
• ⾃⾝の実務経験を基に知識の深化・標準化を⾏いたい⽅（ベンダー・ユーザー、

PJ内でのロールなどは問いません）
• AIプロジェクトのマネジメントに興味のある⽅（スキルアップ⽬的も⼤歓迎で

す）

気になることがありましたらAUA（Ask Us Anything）セッションで
ぜひご質問ください︕
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最後に・・・


